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アッ ラー の 道 【 


50 の ング 人 き ド 


1 一 ジハード の 意味 と 徳 と 法 的 位置 


@ デッラ ー の 道 に 


まで さ で すま 。 











お ける ジハード と は : アッ ラー の 御 顔 を 求め て 、 不信 仰 者 と の 戦い に カ 








⑱ デッラ ー の 道 に お ける スジ ィ バー と が (ジハード に 携わる 者 ) : 














デグー ニーバ ペ ー ザ ー (人 に デ ッ シ ジー の と 病 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と ( 
に 戦う 男 と 、 和 名声 の た め 
れ の 者 が 本 当 に アッ ラー の 道 
























































の 御 言葉 が 最高 位 に 君 
デーブ ハ ー リ ー と ム ス リ 














悦 あ れ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
こ 1 人 の 男 が や っ て 来 て 、 こ う 言 いま し た : “戦利 品 の た め 


に 戦う 男 、 そ し て 自ら の 地位 を 誇示 する た め に 戦う 男 。 そ の い ず 


臨 ! す べく 戦う 
ム の 伝承 2 





こそ が 、 














⑯ ジハード が 定め られ た こと に 潜む 英知 : 


1 一 アッ ラー は か れ の 道 








ら 光 へ と 救い 出し 、 イ スラ ー ム を 広め 、 


り 、 そ の 敵 の 策謀 ( 











2 一 アッ ラー は その し も べべ たち を 試練 に か け 、 





が 区 別 さ れ 、 ま た ムジ ャ ー ヒ ド と 忍耐 強い 





























ある の で し ょ うか が の  ( 言 者 は ) 言い まし た っ アッ ラー 

















真 に アッ ラー の 道 に ある 者 で ある 。"」( ア ル 














お ける ジハード を 、 か れ の 御 言葉 が 最高 位 に 君 踊 すべ く 、 そ し 
人 98 の DP NO 
正義 を 確立 し 、 不 正 や 腐敗 を 阻止 し 、 ム スリ ム を 
こ 対 抗 し 、 ま た それ を 根絶 する た め に 定め られ まし た 。 




















誠実 な 者 と そう で な い 者 、 信 仰 者 と 人 信者 


が 明らか に な る た め に ジハード を 定め られ ま 





し た 。 ま た 不信 仰 者 と の 戦い は 彼ら に イス ラー ム を 強要 する た めで は な く 、 全 て の 宗教 が 


アッ テー の も の と な り 、 


3 一 アッ ラー の 道 に 














彼ら が イス ラー ム の 法 】 














此 定 を 受容 する た め の も の で す 。3 








お ける ジハード は 、 天 国 へ と 続く 扉 の 一 つ で す 。 ア ッ ラ ー は それ に よ 


っ て 人 の 心配 憂鬱 を な くし 、 天 国 に 

















お ける 高い 地位 を 約束 し ます 。 





1 訳者 注 :「 ア ッ ラ ー の 御 言葉 が 最高 位 に 
や か れ か ら の 報 の み を 求め て そう する こと な ど を 指し て いる と 言わ れ ま す (イブ ン ・ ハ ジャ ル 著 サ ヒ ー 





フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 解釈 「 フ ァ ト ゥ ッ フ 





2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (92810) 、 


3 訳者 注 : 後 涼 の 「 ア ッ ラ ー の 道 に 





ゃ アデ アル テス バー! 





が ビー ジム 





君臨 す る 」 と は 、 イ スラ ー ム へ の いざ な い 、 ア ッ ラ ー の ご 満悦 


ー」 参照 )。 
スリ ム (1904)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 











お ける ジハード の 


2 








的 」 参照 の こと 。 





⑱ デッラ ー の 道 に お ける ジハード の 目的 : 








イス ラー ム に お ける 戦い の 目的 は 、 不 信仰 と シル ク 34 の 除去 、 そ し て 人 々 を 不信 仰 と シル 
ク と 無知 と いう 痢 から 、 信 仰 と 知識 と いう 光 へ と 救出 する こと で す 。 ま た 法 を 侵す 者 の 根 
絶 、 様 々 な 問題 や 悪事 の 解決 、 ア ッ ラ ー の 御 言葉 の 興隆 、 か れ の 教え の 伝達 、 イ スラ ー ム 


















































の 布教 と 伝達 を 阻止 する 者 の 排除 と 
達成 され る 場合 、 武 力 手段 に 訴え る 

















また イス ラー ム の 教え が 到達 し て 





た 場合 、 そ の ジハード を 指揮 する イ 
ム 法 統治 国家 内 に 居住 する 非 ム ス ! 








た そもそも イス ラー ム の 教え が 到達 し て いる 人 々 に 関し て は 、 開 戦 す る こと が 出来 3 

















いう 目的 も あり ます 。 これら の 目的 カ 
こと は あり ませ ん 。 

















戦闘 抜き に し て 


いな い 人 々 に 関し て は 、 彼 ら を イス ラー ム へ と いざ な 
わな い 限 り 、 開 戦 す る こと も あり ませ ん 。 も し イス ラー ム に いざ な っ た 後に それ を 拒否 し 
スラ ー ム 統治 国家 の 長 が 彼ら に 、 ジ ズ ヤ 税 (イス ラー 
ム が 支払 う 税 金 ) の 支払 い を 要求 し ます 。 そ し て も し 
彼ら が それ を 拒ん だ 場合 、 ア ッ ラ ー に ご 援助 を を いつ つ 戦 闘 状 態 に 入る 事 が 出来 ます 。 ま 
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アッ ラー は アー ダム の 子孫 - つま り 人 類 を その 儲 拝 の た め に 創造 され た の で あり 、 真 理 
を 頑 迷 に 拒否 し て 不信 仰 に 固 封 し た り 、 イ スラ ー ム を 一 旦 受 け 入れ た 後に 棄 教 し た り 、 ま 
た は 不正 を 犯し た り 、 法 を 踏み に じ っ た り 、 他 人 の イス ラー ム 改 宗 を 妨害 し た り 、 ム スリ 
人 間 の 生命 を 侵害 する こと は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー の 




















ム に 危害 を 加え た り し な い 限 り は 、 


更 入 
め び で し た 。 

















ここ ト 





TI 























⑯ アッ ラー の 道 に お ける ジハード の 法 的 位置 づけ : 


アッ ラー の 道 に お ける ジハード は 連 





帯 半 務 6 で す 。 


( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 自身 、 人 と 戦っ た の は イス ラー ム の 布教 の た 


@ 以下 の 場合 に お いて 、 ジ ハー ド は その 能力 の ある 者 に と っ て 義務 と な り ま す : 





1 一 戦場 で 敵 軍 と 見 えた 場合 。 











2 一 イス ラー ム 法 統治 国家 の 長 が 


























国民 全体 に 戦闘 の た め の 召 集 を か けた 








場合 。 






































3 一 国内 に 敵 軍 が 襲来 し た 場合 。 























4 訳者 注 : 





まし く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 














5 訳者 注 : これ は イス ラー ム 法 治 国家 の 


















































を 結ん で いる 国家 に 対し て 正当 な 理由 も な く こ の よう な 行為 に 出る こと は 非 合 法 で す 


























約 」 及 び 「⑨⑤ 停 戦 条約 」 の 項 を 参照 の こと 。 
6 訳者 注 : 共同 体内 の 誰か が それ を 行い さえ すれ ば 、 共同 体内 の 他 の 者 の 義務 が 免 
務 の こと 。 こ れ に 対し 、 サ ラー (礼拝 ) や サウ ム ( 斉 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) の よう な 個 























れ て きま す 。 








評 が 、 安全 協定 も 停戦 条約 も 結ん で いな い 国 家 の 民 に 対し て と る 
立場 で す 。 イ スラ ー ム 法治 国家 の 長 が 不在 で ある 場合 、 あ る い は 存在 し て いて も その よう な 安全 保障 協定 

















。「 の ゆ ズ ィ ン ミ ー の 契 


除 さ れる よう な 類 の 義 
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人 義務 は 個々 に 課さ 





























4 一 医師 や パイ ロッ ト な ど 、 戦 闘 に お いて 不可 欠 な 者 で ある 場合 。 








至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 《 身 軽 で あろ うと 、 重 か ろう と 7、 出陣 せよ 。 そ し て 
アデ アッラー の 道 に お いて 、 あ な た 方 の 財 と 生命 を も っ て 努力 奮闘 せよ 。 も し あな た 方 が ( そ 

の こと に よる 報奨 を ) 知っ て いる の な ら 、 そ れ が あな た 方 に と っ て 最善 な の だ 。 ぅ (クル ア 
ー ン 9 : 41) 





@ デッラ ー の 道 に お ける ジハード の 様々 な 法規 定 : 


ト T 
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アッ ラー の 道 に お ける ジハード は 、 経 済 的 ・ 肉 体 的 能力 が 許す 場合 、 生 命 と 財産 を か け 
で 行う こと が 義務 となり ます ナ 、 














r[ 
T 





また 経済 的 状況 が 許さ な い 場 合 に は 、 生 命 の み を も っ て 行う こと が 義務 と な り ま す 。 

















同様 に 身体 的 に ジハード を 行う こと が 出来 な い 状態 に ある 場合 に は 、 財 産 の み を も っ て 
参加 する こと が 義務 付け られ ます 。 











1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 《 そ し て 人 迫害 が な く な り 、 全 て の 宗教 が アッ ラ 
ー の も の に な る まで 彼ら と 戦え 。 し か し も し 彼ら が 引き 下がる の な ら 、 人 罪悪 者 以外 の 者 に 
対し て 敵対 し て は な ら な い 。 ぅ (クル アー ン 2 : 193) 

















2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た 方 の 財 と 生命 と 舌 (言葉 ) を も っ て 、 シ ルク の 徒 に 対し 
て 春闘 努力 せよ 。」( ア プー・ ダ ー ウ ー ド と デン ニテ ナ サー イー の 伝承 8 












































@ デッラ ー の 道 に お ける ジハード の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 《 信 仰 し 、 と ジュ 2 し 、 NNE 
アッ ラー の 道 に 努力 奮 開 し た 者 こそ は 、 ア ッ ラ ー の 御 許 に お いて この 上 な く 高 い 位階 に 
生き OS 
と の な い 安 寧 で 満た され た 楽園 の 吉報 を お 告げ に な る 。 ぅ 》 (クル アー ン 9 : 20 一 21) 











7 訳者 注 :「 身 軽 で あろ うと 、 重 か ろう と 」 の 意味 の 解釈 に 「 年 寄り で あろ うと 若者 で あろ うと 」「 徒 
歩 で あろ うと 乗り 物 に おら と た で PO らら 
「 妻 帯 者 で も 独身 で も 」 な どの 見 解 が ありま す (イブ ン テ ジ ャ ウズ ィ ー 著 クル アー ン 解 息 「 ザ ー ド ・ ア ル 
テマ スィー ル 」 より)。 
8 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2504) 、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (3096)。 文章 は アブ 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

9 訳者 注 :「 ヒ ジュ ラ 」 の 元々 の 意味 は 何 か を 避け る こと を 意味 し ます が 、 こ こ で は マッ カ か ら マ ディ ー 
ナ へ の 宗教 迫害 を 回 避 し て の 移住 、 い わ ゆ る 「 聖 眉 」 の こと 。 
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NAS アッ ラー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 道 に お ける ムジ ャ ー ヒ ド は - か 
れ の 道 に お いて ジハード する 者 を 最も ご 存 知 に の の 
サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) と サラ ー (礼拝 ) に 明け 暮れ る 者 の よう で ある 。 ア ッ ラ ー 
は か れ の 道 に お ける ムジ ャ ー ヒ ド が (その 戦い に お いて ) その 天寿 を 全う し て 天国 に 入る 
か 、 あ る い は 報奨 と 戦利 品 を 携え て 無事 帰還 する こと を 請け 負わ れる の だ 。」( ア ル テ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 10) 
























































38 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 誠 ね られ まし た :「“ 最 善 の 行い と は 何で すか ?” (大 
HE 
れ ま し た : “その 次 は ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “アッ ラー の 道 に お ける ジハード で ある 。“" 
する と 今度 は こう 誠 ね られ まし た : “その 次 は ?” (預言 者 は ) NNNG RI 遂行 さ 
れ た ハッ ジ (大 巡礼 ) で ある 。“"」( ア ル ニ テニ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 や 
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@ アデ ッ ラー の 道 に お ける ジハード の 法 的 位置 づけ : 











ザイ ド ・ ブ ン ・ ハ ー リ ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 戦う 準備 を し て 
いた 者 は 、 実 に を うし た の で ある 。 ま た アッ ラー の 道 に お いて 戦う 者 が 残し た 家族 の 面倒 
を 良い 形 で 見 る 者 も また 、 実 に 戦い に 出 た こと に な る の で ある 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 ) 














































































































⑱ デッラ ー の 道 に お ける ジハード を 放棄 し た 者 へ の 徐 罰 : 


アブ ー・ ウ マー マ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「( イ スラ ー ム の た め に ) 戦わ な か っ た 者 、 ま た は その 
た め に 準備 し な か っ た 者 、 あ る い は 戦う 者 が 残し た 家族 の 面倒 を 良い 形 で 見 る こと も な か 
っ た 者 は 、 審 判 の 日 の 前 に アッ ラー に よっ て 戦 避 の 衝撃 を 被る で あろ う 。」( ア ブー・ ダ ー 
ウー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 3) 
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⑯ デッラ ー の 道 に お ける ジハード が 義務 と な る た め の 条 件 : 























① イ スラ ー ム 、@② 正 常 な 理性 、③⑨ 成 年 、④ 男 性 、⑤ ジ ハー ド に 参加 する こと で 重病 な ど 
の 害悪 を 蒙 る 恐れ が な いこ と 、⑥ 費 用 の 確保 。 





















































10 








フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2787) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1876)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2843) 、 ヒー フ ・ ム スリ ム (1895)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
12 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4497) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (92)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


13 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2503)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2762)。 文章 は イブ 
ンジ ・ マ ー ジ ャ の も の 。 








人 【 


11 
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@ デッラ ー の 道 に お ける ジハード に お いて 、 両 親 の 許可 を 請う こと : 


1 一 任意 に ジハード に 参加 し よう と する 者 は 、 ム スリ ム で ある 両親 の 許可 を 得 な けれ ば な 
り ま せん 。 と いう の も ジハード は ある 特定 の 状況 下 に な い 限 り 連 帯 義務 で す が 、 親 孝行 は 
いか な る 状況 下 に お いて も 個人 義務 と な る か ら で す 。 但 し ジハード が 義務 と な る よう な 状 
況 下 に ある 場合 、 両 親 の 許可 が な く て も ジハード に 参加 する こと に な り ま す 。 















































2 一 人 に と っ て 有益 な 任意 の 行為 で 、 か つ そ の 両親 に と っ て 有害 で な いよ うな 類 の も の - 
例え ば 夜 の 任意 の サラ ー (礼拝 )、 任 意 の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) な ど - は 、 特 に 両 
親 の 許可 を 必要 と は し ませ ん 。 し か し も し その 両親 、 あ る い は その 一 方 に 害 が 及ぶ よう な 
類 の も の - 任意 の ジハード な ど - に 関し て は 、 両 親 に それ を 禁じ る 権利 お な あり 、 ま た そう 
され た 者 は 彼ら に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 と いう の も 両親 へ の 服従 は 義務 で す が 、 任 意 
の 行為 は 義務 で は な いか ら で す 。 





















































@⑯ 国境 防衛 の 法 的 位置 づけ : 











ムスリム は イス ラー ム 法 統治 国家 の 国境 を 、 非 ムスリム か ら 防 衛 し な けれ ば な り ま せん 。 
その 手段 は 状況 に よっ て 異な り 、 条 約 や 安全 協定 を 通し て で あっ た り 、 あ る い は 兵器 や や 兵 
力 に よる も の で あっ た り し ます 。 
























































信 ク バー ム と は : ムスリム 軍 の 前 線 に 常駐 する こと で す 。 





⑱ デッラ ー の 道 に お ける ク バ パー ム の 徳 : 











サハ ル ・ ブ ン ・ サ アド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 道 に お ける リバ ー ト は 、 現 世 
と そこ に ある 全て の も の に 優る …。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー の 伝承 1) 
































⑯ デッラ ー の 道 に お いて 朝 に 夕 に 出征 する こと の 和徳 : 

















アナ ス ・ ブ プン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラ 


ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 朝 に に アッ ラー の 道 に お いて 出征 する こと は 
現世 と そこ に ある 全て の も の に 優る 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 }5) 












































14 サ ヒ ー ブ ・* アル テ ブ ハー リー (2892)。 
15 サ ヒ ー フ ・ ア ルー ニブ ハー リー (2792) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1880)。 
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